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～地域の子どもは地域で守り育てる～

《青少年育成北杜市民会議について》

青少年育成北杜市民会議は、市内の８地域の青少年育成地区民会議と青少年団体が結集した団体で、
青少年の健全育成のための様々な活動を行っている団体です。
令和５年度の後半に行った、それぞれの青少年団体の活動の一部をご紹介します！

～ 事業へのお問い合わせ、青少年の悩み事・相談等がございましたらこちらへ～

青少年育成北杜市民会議 生涯学習課 ４２－１３７３
青少年育成明野・須玉地区民会議 須玉公民館 ４２－１４３４
青少年育成高根・大泉地区民会議 高根公民館 ４６－１０１３
青少年育成長坂・小淵沢地区民会議 小淵沢公民館 ４２－１４９５
青少年育成白州・武川地区民会議 武川公民館 ２０－３０１９
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第１９回青少年育成北杜市民大会

大 会 宣 言

北杜の未来を担う青少年が、ふるさとに誇りを持ち、心身ともに健やかに成長していくことは、私たち、
市民すべての願いです。
多くの青少年は、夢や希望の実現に向け努力しながら、日々たくましく成長しています。
昨今、AIやインターネット・ＳＮＳ(ｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾋﾞｽ)等の利用に起因した闇バイト等の犯罪・被害の
増加など、青少年を取り巻く社会環境は日々刻々と変化し、きわめて憂慮すべき状況になっています。
また、学校をはじめとする活動の場での「いじめ」の発生も、地域の問題として注視していかなければ
なりません。
青少年を健全に育成し、非行・被害を防止するために、家庭、学校、地域の人々が一体となって、夢や
希望を育み安心安全に暮らすことができる地域づくりに、より一層力を入れて取り組むことが重要です。
「地域の子どもは地域で守り育てる」の意識のもと、協力・連携・協働しながら、子ども一人ひとりの顔
が見えるような地域の実現を目指していくことを、ここに宣言します。

令和５年１１月２５日

令和５年１２月１０日（日）、甲斐駒センターせせらぎで「あそびのうんどうかい」と題して子どもと

大人の交流イベントを開催しました。当日は大人スタッフ・北杜ＪＬの中高生と小学生が参加しまし

た。（一社）あそび心ＢＡＳＥアフタフ・バーバン信州のメンバーが講師となり、体と心を動かして、み

んなで楽しさ見つけ、みんなで笑って、関わって、楽しみ

合う「共戯」種目に挑戦しました。勝ち負けにこだわ

らず、大人も子どももみんな笑顔で笑いあったり

協力したり楽しい時間を過ごしていました。

令和5年11月25日(土)に長坂コミュニティ・ステーションを会場に
「第１９回青少年育成北杜市民大会」が開催されました。
今年度の意見発表では、第４５回少年の主張山梨県大会で優秀に輝いた甲陵中学校3年
荻原優和さんや同校3年新海光琉さん、同校１年杉本侑里佳さんの自らの経験をもとにし
た考えなどを聞くことが出来ました。
活動報告では、「北杜市ジュニアリーダーの活動」と「明野・須玉・白州体験交流教室の取組
み」について２団体に報告をして頂きました。どちらの団体も長年取組みを続け、地域の青少
年育成になくてはならない活動となっていることが分かりました。
基調講演では、山梨県教育庁生涯学習課の上野氏から「地域学校協働活動の現状と今後
の方向性」と題して講演を頂きました。最後には、北杜市子どもクラブの関係者が大会
宣言の朗読を行い、第１９回大会は閉会しました。

「あいさつ・声かけ」運動を推進しています

あいさつ・声かけ運動」とは・・・

日常的な「あいさつ」や「声かけ」を子どもと大人も含めてみんなで行う運動のことをい
い、市民運動として定着していくように進めています。この「あいさつ・声かけ運動」を
進めていくことにより、人間関係が豊かな、明るく安全で住み良い地域社会（北杜市）づ
くりを目指しています。

「あいさつ」のいいこと・・・

・あいさつをしたり、されると、気持ちがよくなります。
・あいさつをする人同士の心の距離を縮め、親近感や連帯感を持つきっかけとなります。
・あいさつにより、地域にお住まいの方や自分の住む地域に深い愛着を抱くようになり、
住み良い地域づくりが進んでいくことが期待されます。

・あいさつが交わされることにより、犯罪の起こりにくい地域づくりに繋がります。

～家庭・学校・地域が連携して、できることからはじめてみましょう！～

『はじめはできることから』
・子ども達にあったら、あいさつをしてみましょう！始めのうちは、返ってこないかもし
れないけれど、いつかきっと素敵な笑顔とあいさつが…

『少し慣れたら』
・子ども達と話をしてみましょう！最初はぎこちない会話かもしれないけれど、いつか
きっと、子どもの方から話しかけてくれるはず…

『そしてみんなで』
・地域の親として子ども達の成長を見守りましょう！子どもは私たち大人にとって大切な
存在です。人間関係が希薄な現代社会だからこそ、地域の教育力を高めることが大切で
す！あいさつ・声かけのできる素敵なあなたを見て、子ども達は地域のことがもっと好
きになることでしょう…

青少年育成北杜市民会議からのお知らせ
令和６年６月から、８つの町にある青少年育成地区民会議は、青少年育成北杜市民会議○○
支部へと名称が変わります。
北杜市誕生後、合併以前の青少年育成町民会議または村民会議は、青少年育成地区民会議
と名称を改め地域に根付いた活動を展開してきました。
今後は、北杜市としてより一体感を持って青少年育成に関われるようすることや、市民会議と
地区民会議の名称が類似し、分かりにくいといった欠点を解消するため組織の名称を改めるこ
ととしました。
今後も、これまでと変わらず各町の特色を活かした青少年育成事業を展開し、充実を図る活動
や子どもたちの見守りなどを引き続き行ってまいります。



【市立甲陽病院美化活動】（青少年育成長坂地区民会議）

【NPO法人ひなたぼっこの活動発表と意見交換】（青少年育成小淵沢地区民会議）

～北杜市青少年育成推進員～

各地区に、北杜市教育委員会より委嘱を受けた青少年育成推進員の方がいます。令和5～6年度は、7６
名の方が委嘱を受け、次の活動をしています。
(1)市内における青少年問題の実情を把握し、青少年関係機関等と連携しながら青少年の健全育成
(2)青少年のグループ活動の促進、有害環境の浄化、青少年の居場所作りの促進、週末活動・体験活動
の促進、非行防止及びその他青少年健全育成活動の推進

(3)青少年育成推進員は、地区ごとに代表を置いて各推進員を取りまとめるとともに、市民会議への参画
（活動例）・各青少年育成地区民会議が行う研修、会議等への参加

・日常生活での見守り、安全安心の確認等（安全パトロール など）
・青少年に関わる事業や活動などへの協力（体験教室、ボランティア活動 など）

【武川子ども書き初め教室】（青少年育成武川地区民会議）

【白州子ども書き初め教室】（青少年育成白州地区民会議）

【親子自然体験事業】（北杜市子どもクラブ指導者連絡協議会）

新年早々審査会を行い、第４９回目となる「家庭の日」作文集を発刊することができました。
今年は小学校から１７９点、中学校から６２点の作文が寄せられました。何気ない日々の中から

家庭に目を向け、自分に注がれる深い愛情や家族との絆について書かれた
作文がたくさんありました。
昨今は家庭内における痛ましい事件が少なくありません。この作文集が、

一人でも多くの方に読まれ、家庭の在り方について振り返る機会になれば
と願っています。

【「家庭の日」作文審査会】（青少年育成明野地区民会議）

須玉地区民会議では、「地域の子どもは地域で守り育てる」地域づくりを進めるため、平成１８
年度より「パトロールボランティア」を募集し、児童生徒の安全確保と地域の防犯力の向上に努め
てきました。
地域の方や保護者を含め、現在２５名のパトロールボランティアの皆様が、

日々子どもたちの登下校時などの見守り活動を行っています。今年度は、長年
にわたる活動が認められ、嬉しいことに市制施行１９周年記念式典において
善行表彰を受賞しました。

1月14日（日）大泉総合会館・泉小学校駐車場において「親子星座観察会」を実施し、冬のダイ
ヤモンドや冬の大三角を中心に星座と星雲について学ぶ機会を持ちました。
講師の小澤先生のお話を聞きながら星座観察をし、様々な思いで星と向き

合うことができました。オリオン大星雲を望遠鏡でのぞいた時には参加者か
ら思わず「ワーッオ」という声があがりました。講師が深宇宙に造詣が深く、
珍しい星団や星雲の写真もいくつも紹介してくださり、冬の星座や広大な宇
宙を満喫しました。

いずみパトロールボランティアは、平成18年4月の発足から、「大泉町の防犯力を高め、児童生
徒見守るパトロール」をスローガンに取り組んできました。
現在、会員は22名が登録し、児童生徒の登下校の時間帯に合わせて、散歩

やウォーキング等に重ねてパトロール活動を展開中です。年2回の情報交換
会のほか、通学路点検やスクールガード養成講座への協力、泉小児童との対
面式・お礼の会へ参加しています。これからも子どもたちの安全確保に努め
ていきます。

【須玉パトロールボランティア活動】（青少年育成須玉地区民会議）

【親子星空観察教室】（青少年育成高根・大泉地区民会議 合同）

【いずみパトロールボランティアの登下校見守り活動】（青少年育成大泉地区民会議）

10月28日（土）午前8時30分から、本年度で14回目となる美化活動を市立甲陽病院で行いま
した。参加者は、長坂中学校・甲陵中学校の生徒、先生、北杜市ジュニアリーダー、当地区民会議
役員の65名でした。
目的は、環境美化に関する意識の向上、地域への愛着を深めることです。

甲陽病院へ通っている方々も清々しい気持ちになったことと思います。地域
の環境を整えることは、自分自身の心を整えることに繋がります。参加者の
皆さん、御協力ありがとうございました。

2月29日（木）に子どもをまんなかにしたみんなの居場所活動を行っている、NPO法人ひなた
ぼっこ代表西岡様、代表代理下村様から活動発表をしていただき、意見交換を行いました。
学校に通うことのできない子どもたちの現状を聞くなかで、家庭・学校だけで

はなく地域も一緒になって子どもたちを育てていく重要性、人々の意識が変わっ
ていかなければ苦しむ子どもたちが増えていくことなどを強く感じました。
ひなたぼっこは、今の自分を認め受け入れてくれる大人がいて、自分の道を

歩むために一歩を踏み出せる場所になっていると思いました。

１２月２５日（月）には白州小学校において書き初め教室を行いました。講師は、昨年に引き続
き大泉町在住の中島康堂先生と白州町出身の清水栄子先生にお願いしました。毛筆を始めてまだ日
が浅い３年生を清水先生、４年生から中学生までを中島先生に指導していただ
きました。
２時間あまりの練習時間でしたが、子どもたちは、それぞれ真剣に取り組み

ました。子どもたち一人一人の良いところを褒めていただき、両先生の優しく
丁寧な指導により、子どもたちは冬休みの半日を楽しみました。

１２月２６日（火）には武川小学校において書き初め教室を行いました。講師は、昨年に引き続
き大泉町在住の中島康堂先生にお願いしました。一つの教室で小学３年生から中学２年生までを一
緒に指導していただきました。
２時間あまりの練習時間でしたが、子どもたちは、それぞれ真剣に課題に取り

組みました。先生には各学年ごと書き方を丁寧に指導していただきました。先生
の優しく丁寧な指導により、子どもたちは満足のいく字を書き上げることができ
ました。子どもたちの多くが楽しかったと感想を述べました。充実した冬休みの
半日になりました。

10月21日（土）に瑞牆山の南に立つ魔子の山（1700m）に登り、山の魅力や不思議さを体験
しました。市内小学生の親子10組が参加し、登山口から1時間ほどで山頂に
立ったのち、巨大な花崗岩の塊である瑞牆山の成り立ちを学び、魔子の人穴
（洞窟）の内部を探索してその謎を探りました。その後は見晴らしのよい尾
根で昼食をとりながら、北杜市の山々の魅力や登山の楽しさを語り合いまし
た。
紅葉の進む魔子の山での、心豊かな自然体験教室でした。

市内の中学生を招待して、「ジュニアリーダー企画クリスマス会」を12月17日（日）に開催し
ました。前日リハーサルを含めて３回の準備会を行って当日に備えました。
今年は20人の中学生が参加してくれましたが、このうち15人が夏季中学生

キャンプ参加者でした。キャンプを通してジュニアリーダーの活動に関心を
持ってくれたことが伺えました。バルーンアート作り、ケーキ作り、キャン
ドルサービス、パーティーなどを行って大いに盛り上がり、交友を深めた１
日でした。

【ジュニアリーダー活動（クリスマス会）】（北杜市子どもクラブ指導者連絡協議会）


